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転写因子Ascl1の発現動態特異的な神経幹細胞の細胞増殖・分化制御メカ
ニズムの解明



成果の概要／今吉 格 

 

研究内容 

 神経幹細胞や成熟途中のニューロンにおいて、さまざまな転写因子が協調的な遺伝子発

現に重要な働きをになっているが、それらの転写因子のダイナミックな発現動態の違いに

より、ゲノム DNAの結合箇所についても差異が生じているのかについて、検証が必要であ

った。そのため、モデル細胞として繊維芽細胞においても、そのような解析が可能であるか

の検証をおこなった。 

 

研究成果 

 マウス繊維芽細胞において、ことなった発現様式にて転写因子 Ascl1 の発現を誘導し、

ChIPseq(クロマチン免疫沈降シークエンス)解析を行なった。現在、そのシークエンスデータ

の解析を行なっている。 

 

今後の見通し 

 マウス繊維芽細胞において最適化された実験プロトコルやデータ解析を、マウスやヒト

の神経幹細胞や成熟途中のニューロンに拡張し、その機能的意義の解析を推進したい。 


